
　6月2日（日）横須賀市立総合福祉会館で開催され
た「やさしさ広がれ」ふれあいフェスティバル2019。平
成8年から開催し、今回で24回目を迎えました。多く
の人たちがふれあうことのできる市民参加型のイベン
トで、福祉に関わる体験、学び、あるいは各種相談、
福祉活動紹介など、身近な福祉を感じてもらえるお
祭りです。
　参加団体は市内の障害地域作業所を始め、福祉
施設、ボランティア団体、企業など約50団体。来場者

は、毎年5,000人以上と大賑わいです。
　市民児協では、委員活動の周知等を目的とした「ふ
れあいミニサロン」を今年も実施しました。場内では、
アロマ芳香剤づくり、折り紙、けん玉等の昔遊び、バ
ルーンアート、ボッチャ、ビンゴ、紙芝居（落語）、合
唱等各コーナーで多くの方が体験されていました。
　今後もあたたかい福祉のまちづくりを目指し、多く
の人たちのふれあいを大切にしていきたいです。

（横須賀市民生委員児童委員協議会）
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－支えあう　住みよい社会　地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし

特集　高めよう！災害への「意識」と「備え」
　　　　　　　　　　　　～安心・安全な地域を目指して～

●活動研究レポート（「転入児世帯」との関わりに目を向けて（大井町民児恊））
●NEWS&インフォメーション（指定民児協・民生委員児童委員活動推進事業の報告）　●通信員だより

昔のおもちゃをつくってみよう！昔のおもちゃをつくってみよう！
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高
め
よ
う
！
災
害
へ
の
「
意
識
」
と
「
備
え
」

〜
安
心
・
安
全
な
地
域
を
目
指
し
て
〜

　
何
よ
り
自
分
と
家
族
の
安
全
と

　
　
「
率
先
避
難
」
を
意
識
し
て

　

災
害
時
、
委
員
と
し
て
、
ま
ず
や
る

べ
き
こ
と
は
、「
自
分
と
家
族
の
安
全

確
保
」
で
す
。
特
に
委
員
は
、
災
害
時

支
援
者
や
避
難
誘
導
者
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
自
分
の

安
全
が
確
保
で
き
て
い
な
い
状
態
で
支

援
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
援
す
る

た
め
に
は
、
家
族
の
支
え
も
大
切
で
す
。

ま
ず
は
、
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

緊
急
時
に
で
き
る
こ
と
は
、「
率
先

し
て
避
難
」
す
る
こ
と
と
、
そ
の
時
に

近
く
に
い
る
人
に
「
逃
げ
て
」
と
声
を

か
け
る
こ
と
。
津
波
や
水
害
か
ら
の
避

難
は
一
刻
を
争
い
ま
す
。
誰
か
が
避
難

し
た
の
を
見
聞
き
し
た
り
、
声
を
か
け

て
く
れ
た
か
ら
、
難
を
逃
れ
た
と
い
う

例
は
多
く
、
日
頃
か
ら
、
近
隣
住
民
同

士
で
意
識
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
地
震
の
場
合
は
、
頭
上
か
ら

物
が
落
ち
て
来
る
場
合
も
あ
り
、
慌
て

ず
慎
重
に
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

委
員
同
士
の
安
否
確
認
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
え
合
い

　

災
害
時
に
は
、
住
民
の
安
否
確
認
や

避
難
所
運
営
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
依

頼
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
可
能
な
範
囲

で
地
区
民
児
協
等
の
委
員
仲
間
の
安
否

確
認
が
で
き
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
電

話
等
の
連
絡
手
段
が
あ
る
場
合
は
、
地

区
会
長
等
に
自
分
の
安
否
を
報
告
す
る
。

な
い
場
合
は
、
隣
接
地
区
の
委
員
が
対

面
で
安
否
確
認
を
す
る
な
ど
、
予
め
ル

ー
ル
を
作
っ
て
お
く
と
有
効
で
す
。
可

能
な
ら
ば
、
臨
時
定
例
会
を
開
く
の
も

一
つ
で
す
。

　

災
害
時
は
、
心
身
と
も
に
負
担
が
大

き
く
、
委
員
な
ら
で
は
の
悩
み
も
出
て

き
ま
す
。
行
政
や
社
協
が
機
能
で
き
な

い
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
時
に
、
委
員
同
士
の
情
報
共
有
や
役

割
確
認
を
す
る
こ
と
で
、
負
担
軽
減
や

不
安
解
消
が
期
待
で
き
ま
す
。
日
頃
か

ら
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
意
識
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

無
理
は
し
な
い
！

　
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
活
動
を

　

災
害
時
、
私
達
は
委
員
で
あ
る
前
に
、

住
民
で
あ
り
被
災
者
で
す
。
活
動
す
る

こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
断
る
勇
気
と
、

そ
れ
を
責
め
な
い
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

　

過
去
の
災
害
で
は
、
委
員
へ
の
依
頼

と
し
て
、
が
れ
き
掃
除
や
炊
き
出
し
、

健
康
体
操
の
指
導
な
ど
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
住
民
と
し
て
出
来
る
こ
と
を
す

る
の
も
一
つ
で
す
が
、
他
の
住
民
に
頼

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
頼
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
委
員
で
す
が
、
災
害
時
こ
そ

「
お
互
い
様
」
の
関
係
を
意
識
し
ま
し

ょ
う
。

災
害
時
の
活
動
は

　
　
　
日
頃
の
委
員
活
動
の
延
長

　

一
方
で
、
委
員
と
し
て
は
何
を
す
べ

き
か
見
え
に
く
く
な
る
の
も
災
害
時
の

特
徴
で
す
。
し
か
し
、
災
害
時
で
あ
っ

て
も
、
基
本
は
「
支
援
が
必
要
な
人
へ

の
支
援
」
で
す
。
異
変
や
困
っ
た
こ
と

に
気
付
き
、
相
談
に
耳
を
傾
け
、
心
の

ケ
ア
に
努
め
、
行
政
や
災
害
本
部
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
の
情
報

を
得
て
提
供
す
る
。
支
援
が
必
要
な
人

に
行
き
届
く
よ
う
整
え
る
な
ど
、
ま
さ

に
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
期
待
さ
れ
ま

す
。

災害に備える民生委員・児童委員活動10か条
第１条　自分自身と家族の安全を最優先に考える
第２条　無理のない活動を心がける
第３条　地域住民や地域の団体とつながり、協働して取り組む
第４条　災害時の活動は日頃の委員活動の延長線上にあることを意識する
第５条　民児協の方針を組織として決めておく
第６条　名簿の保管方法、更新方法を決めておく
第７条　行政と協議し、情報共有のあり方を決めておく
第８条　支援が必要な人に、支援が届くように配慮する
第９条　孤立を防ぎ、地域の再構築を働きかける
第10条　民生委員同士の支え合い、民児協による委員支援を重視する

　

平
成
31
年
３
月
、全
民
児
連
が
ま
と
め
た『
災
害
に
備
え
る
民
生
委
員・児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
指
針
』(

改
訂
第
３
版)

で
は
、災
害
時
の

委
員
活
動
の
具
体
的
な
考
え
方
が
整
理
さ
れ
ま
し
た
。過
去
に
被
災
し
た
委
員
仲
間
の
知
見
を
基
に
、「
災
害
に
備
え
る
民
生
委
員・児
童
委

員
活
動
10
か
条
」が
示
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
で
す
。今
回
は
、「
10
か
条
」の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
、災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

特　集
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今
何
が
で
き
る
の
か

     

〜
県
内
民
児
協
の
取
組
み
を
参
考
に

　

今
何
を
す
べ
き
か
。
県
内
の
各
民
児

協
の
取
組
み
を
概
観
す
る
と
、
①
支
援

が
必
要
な
人
を
知
る
、
②
防
災
意
識
を

啓
発
す
る
、
③
具
体
的
支
援
方
法
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
、
④
他
団
体
等
と
連
携
・

協
働
す
る
、
⑤
住
民
と
顔
の
見
え
る
関

係
を
つ
く
る
、
⑥
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
を
す
る
、
⑦
①
〜
⑥
に
係
る
方
針
を

整
備
す
る
と
い
う
７
つ
の
視
点
で
準
備

を
し
て
い
ま
し
た
（
左
表
）
。
こ
れ
ら

の
視
点
こ
そ
、
災
害
時
へ
の
備
え
を
考

え
る
上
で
参
考
に
な
る
も
の
で
す
。

　

災
害
時
へ
の
備
え
は
、
日
々
の
生
活

の
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
一
度
、

委
員
と
し
て
地
域
住
民
と
し
て
、
災
害

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　松田町民児協では、自治会長6名と共に、1グルー
プ9名程に分かれて「避難所運営ゲームHUG」を実
施しました。
　まず、避難所を想定した学校の図面を広げ、HUG
カードを引いていきます。「Aさん 80代女性 足が悪
い」というカードが出ると、「足が悪いので壁際が良
いのでは」等を話し合い、Aさん家族を図面に配置し
ます。「熱がある」人が来れば、感染を防ぐため2階の
教室を使ってもらうことを考えます。「トイレが流れな
い」というアクシデントカードが出た時には、「プール
の水を使おうか？」等、柔軟な発想が必要です。
　被災後の混乱状況を想定した中でも、避難者への
個別的配慮、プライバシーの確保、過ごしやすい空
間作り等、生活者目線を意識します。
　松田町民児協の皆さんは、年1回この訓練をして
いるため、判断が早く、様々なアイディアを出しつつ
も、どこか感じる余裕は、繰り返し訓練している成
果だと感じました。実際の災害時には避難者に安堵

感を与えることができるでしょう。
　また、この訓練を開成町民児協と合同で行うな
ど、地域を越えて、災害時への意識を高めることに
もつながっています。
　民児協だけでなく、自治会長が参加したように、
地域みんなで防災・災害への意識を高めることが、
日頃の安心や安全にもつながると思いました。

（取材：広報委員 伊藤寧彦、金子明）

＊「避難所運営ゲームHUG」は、避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験する静岡県が開発したゲームです。
  「静岡県作業所連合会・わ」が製造しており、HUGカード（4グループ分）、取扱説明書、解説DVDと図面の原稿がセットで、
　9,050円（税抜き）で購入できます。 

知　　る
● 緊急連絡先やかかりつけ医の情報を本人と委員で共有。
● 障害者の状況を、障害福祉担当課などと共に把握し名簿作成。

啓発する
● 災害発生時に自宅に掲げる「無事ですカード」を配布。
● 個別訪問で防災や備蓄の呼びかけ。

イメージする
● 本人と相談のうえ個別支援計画を作成。
●  要支援レベルを 4段階に分けてマップを作成し、避難時の対応方
法を構築。

連携・
協働する

協働
● 要支援者宅を自治会長と委員で訪問・状況確認。
● 自主防災組織に委員が位置付けられている。

情報
共有

● 要支援者名簿を町、自治会、委員、消防で共有。
● 自主防災組織と支援が必要な住民の情報を共有。
● 平時から活用できる名簿を市が作成し提供されている。
● 自治連が主催する防災訓練や防災講演会に参加。

関係をつくる
● 日頃から声をかけ合える関係を築いている。
● 地域の防災訓練などに参加。

訓練する

● 避難所運営ゲーム（HUG）を毎年実施。
●  災害時を想定した要援護者の見回り、委員同士の状況報告等の訓練
を実施。

● 町の防災訓練に合わせて、委員間の安否確認を実施。
●AED訓練や救護訓練を定期的に実施。

方針を
整備する

● 災害時の考え方、取り組み、留意点をまとめている。
● 「市民児協安否確認手順書」に則り、連絡・協力体制を整備。
● 地震発生時の対応や活動開始の時期を設定。
● 市民児協の重点目標に防災運動の推進を設定。

県内民児協の災害に備える取り組みの一例

「みんなで高める災害時への意識」松田町民児協 避難所運営ゲームHUGに学ぶ
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「
転
入
児
世
帯
訪
問
事
業
」っ
て
何
？

 

「
転
入
児
世
帯
訪
問
事
業
」
は
、
大

井
町
に
転
入
し
て
き
た
未
就
園
児
が
い

る
世
帯
を
訪
問
し
、
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
Ｐ
Ｒ
カ

ー
ド
な
ど
を
配
布
し
て
、
町
の
子
育
て

支
援
制
度
の
情
報
提
供
を
行
う
活
動
で

す
。
地
区
担
当
の
児
童
委
員
と
※
母
子

保
健
推
進
員
が
一
緒
に
訪
問
し
、
訪
問

後
は
、
連
絡
票
を
記
載
し
て
行
政
に
報

告
し
ま
す
。

　

大
井
町
民
児
協
で
は
「
児
童
委
員
活

動
を
活
性
化
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
行
政
と
母
子
保
健
推
進
員
と
と
も

に
、
「
地
域
の
子
育
て
や
子
ど
も
の
状

況
」
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、
大
井
町
の
子

育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
「
初
め

て
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん

の
集
い
」
の
運
営
な
ど
を
す
る
中
で
、

大
井
町
に
転
入
し
て
き
た
未
就
園
児
の

お
母
さ
ん
達
に
情
報
が
行
き
届
い
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
児
童
委
員
と
し
て
出
来
る

こ
と
は
な
い
か
と
、
行
政
や
母
子
保
健

推
進
員
と
議
論
を
重
ね
、
始
ま
っ
た
の

が
こ
の
事
業
で
す
。

「
訪
問
」か
ら
始
ま
る
つ
な
が
り

　
　
　
　
　
心
強
い
存
在
と
し
て

　

昨
年
度
は
１
年
で
45
件
の
訪
問
を
し

ま
し
た
。　

　

初
め
て
訪
問
す
る
と
、
大
抵
の
場
合

は
驚
か
れ
ま
す
が
、
「
行
政
か
ら
依
頼

さ
れ
て
お
子
さ
ん
が
い
る
転
入
者
の
お

宅
に
訪
問
し
て
ま
す
」
と
説
明
す
る
と
、

多
く
が
快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
と

の
こ
と
。

　

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
を
用
い

て
、
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
や
健
診
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
児
童
委
員
の

寺
下
さ
ん
は
、
「
公
園
の
場
所
を
お
伝

え
す
る
と
、
『
こ
う
い
う
情
報
が
欲
し

か
っ
た
』
と
喜
ん
で
く
れ
る
ん
で
す
」

と
、
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

玄
関
先
で
お
話
を
す
る
だ
け
で
も
、 

〝
元
気
な
子
ど
も
の

声
が
す
る
な
〞
と
か
、

〝
病
弱
な
の
か
な
〞
な

ど
、
子
ど
も
の
様
子

が
見
え
る
と
言
い
ま

す
。
寺
下
さ
ん
と
同
じ

地
区
担
当
と
し
て
コ
ン

ビ
を
組
む
母
子
保
健
推

進
員
の
宇
田
川
さ
ん
は
、

「
転
入
児
世
帯
」と
の
関
わ
り
に
目
を
向
け
て

「
転
入
児
世
帯
訪
問
事
業
」
。
聞
き
慣
れ
な
い
こ
の
取
り
組
み
は
、
大
井
町
で
は
ご
く
自
然
に
、
か
つ
機
能
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
26
年
か
ら
開
始
し
た
こ
の
事
業
か
ら
、
〝
転
入
者
〞
と
い
う
狭
間
の
課
題
に
目
を
向

け
、
孤
立
感
に
寄
り
添
う
大
切
さ
や
、
具
体
的
な
連
携
・
協
働
の
仕
組
み
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市町村民児協発
活動研究レポート
No.43

「
お
子
さ
ん
の
様
子
や
月
齢
に
合
わ
せ

て
情
報
提
供
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
」

そ
う
で
す
。
実
際
に
訪
問
し
て
会
話
を

交
わ
し
、
雰
囲
気
を
感
じ
て
、
適
切
な

情
報
を
提
供
す
る
。
町
に
知
り
合
い
も

お
ら
ず
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
お
母
さ

ん
達
に
は
、
と
て
も
心
強
い
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
一
度
訪
問
を
し
て
顔
を
つ
な

ぐ
と
、
た
と
え
数
年
後
で
も
、
偶
然
会

っ
た
時
に
声
を
か
け
や
す
い
の
だ
そ
う

で
す
。
「
お
引
っ
越
し
し
て
き
た
時
に

訪
問
し
た
者
で
す
。
最
近
は
ど
う
？
」

と
、
相
手
が
覚
え
て
い
な
く
て
も
、
会

話
の
き
っ
か
け
に
な
り
、
「
つ
な
が
り
」

の
第
一
歩
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

連
携
し
て
孤
立
感
に
寄
り
添
う

　

「
転
入
児
世
帯
訪
問
事
業
」
の
特
徴

は
、
次
の
３
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

①
転
入
者
の
孤
立
感
に
寄
り
添
う

　

地
域
の
中
で
転
入
者
は
見
つ
け
に
く

調査依頼

連絡票配布

民生委員から母子保健推
進員へ連絡・日程調整

連絡票を記載定例会時に
主任児童委員に提出

連絡票により訪問結果を
報告

子育て健康課（行政）

主任児童委員

民生委員・児童委員

母子保健推進員

訪　問

主任児童委員

子育て健康課（行政）

転入児世帯訪問事業の流れ

予め、氏名・住所・生年月日は情報提供を
受けるので、それ以外の内容は、ご本人に
伺い、この連絡票に記載して提出します。
≪主な項目≫電話番号、訪問時の状況、
連絡事項（伝えた内容など）
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 「狭間の問題」という言葉が地域の課題として紹介
されるようになり、その内容や範囲は徐々に拡大してい
ると感じています。こうした方たちの問題の多くは地域
で発見されるのが難しく、また正確な情報を得ること
も難しいという特徴があり、その原因の一つとして地
域社会からの「孤立」の問題があると考えられます。
　大井町民児協による「転入児世帯訪問事業」の取り
組みは、こうした地域での孤立状況に陥りやすい「転
入者（児）世帯」の把握に視点をあて、慣れない環境で
生活することの不安や孤独感を少しでも解消しようと
する、民生委員・児童委員活動の大変重要な部分を見
せて頂いたと感じました。

　確かに、地域の中で「転入者」と言うだけでは生活
課題の対象者にはならないと思いますが、生活を始め
るにあたって、地域との最初の接点をどのように築くこ
とができるかは大変重要であり、それができるかどうか
でその後の生活は大きく変わってしまうものだと考え
ます。
　その最初の場面で、主任児童委員と民生委員・児童
委員、そして地域で活動する母子保健推進員が連携し
て支援体制を構築し実践している今回の事例は、今後
母子・父子の支援においても増加してくる「狭間の問
題」を考えるにあたり、大変重要なものであると感じま
した。

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

く
、
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
母
子
・
父
子

の
支
援
の
な
か
で
も
、
抜
け
落
ち
が
ち

で
す
。
慣
れ
な
い
環
境
の
な
か
で
生
活

す
る
こ
と
の
孤
立
感
に
寄
り
添
う
こ
と

は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
の

一
つ
で
す
。

②
コ
ン
ビ
で
活
動
す
る

　

あ
な
た
の
地
域
で
、
お
互
い
に
分
か

り
合
っ
て
協
働
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
は

い
ま
す
か
？

　

児
童
委
員
も
母
子
保
健
推
進
員
も
、

地
域
の
子
育
て
を
応
援
す
る
役
割
は
一

緒
で
す
。
互
い
に
役
割
を
理
解
し
、
一

緒
に
出
来
る
こ
と
は
一
緒
に
や
る
。
と

て
も
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

③
明
確
な
役
割
分
担
と
連
携

　

主
任
児
童
委
員
の
山
本
さ
ん
と
廣
瀬

さ
ん
は
、
行
政
か
ら
情
報
の
提
供
を
受

け
、
担
当
の
児
童
委
員
に
依
頼
し
、
提

出
さ
れ
た
連
絡
票
す
べ
て
に
目
を
通
し
、

行
政
に
報
告
し
ま
す
。
全
体
を
把
握
し
、

円
滑
な
連
携
の
た
め
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

で
す
。

　

行
政
か
ら
の
明
確
な
依
頼
と
支
援
と
、

主
任
児
童
委
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と

母
子
保
健
推
進
員
と
の
協
働
体
制
が
あ

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
訪
問
で
き
、
気

に
な
る
世
帯
が
あ
れ
ば
必
然
的
に
行
政

に
伝
わ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊

　

こ
の
活
動
の
難
し
い
所
を
伺
う
と
、

「
新
興
住
宅
地
は
地
図
上
に
な
い
場

合
が
あ
る
の
で
、
家
を
見
つ
け
る
の
が

難
し
い
。
庭
先
に
置
い
て
あ
る
、
子
ど

も
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
頼
り
に
何
と

か
訪
問
し
ま
す
」
と
苦
労
の
な
い
様
子
。

「
普
通
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
あ
と
は

な
い
か
な
」
と
楽
し
そ
う
に
話
す
４
人
。

　

新
た
な
住
民
と
の
顔
つ
な
ぎ
を
、
普

通
に
自
然
に
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
、

大
井
町
の
子
育
て
応
援
団
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。

（
取
材
：
広
報
委
員 

伊
藤
寧
彦
、

田
村
正
一
、
大
原
す
ず
か
）

聖徳大学
教授
豊田　宗裕さん

地域からの「孤立」を
　　　　　　防ぐために

大井町の子育て応援団

 

 

 

児童委員
寺下さん

母子保健推進員
宇田川さん

主任児童委員
廣瀬さん

主任児童委員
山本さん

※ 母子保健推進員は、母子保健に関して熱意のある方から市町村長が依頼する人です。配置の有無や位置づけ、活動内
容等は、市町村に委ねられています。大井町では、町長が委嘱をしたボランティアで任期は3年。集いの場の運営や訪問
活動を行っており、子育て経験のあるお母さんが多いそうです。
【参考】厚労省発（平成7年4月3日）児母第19号「地域母子保健事業の実施について」
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ー
ト
を
実
施
し
『
浦
賀
・
鴨
居
地
域
支

え
合
い
活
動
事
例
集
』
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
の
経
過
の
中
で
、
一
事
例

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
「
お
助
け

隊
」
と
い
う
高
齢
者
の
生
活
支
援
を
す

る
取
り
組
み
が
、
新
た
に
２
つ
の
町
内

会
・
自
治
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
高
齢
者
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を

各
団
体
と
共
有
し
、
調
査
し
、
協
働
す

る
こ
と
を
、
委
員
が
主
体
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
が
、
実
を
結
ん
だ
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。

「
災
害
要
援
護
者
支
援
に
関
す
る
調
査
」

　

ま
た
、
51
の
町
内
会
・
自
治
会
に
対

し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
に
関
す

る
取
り
組
み
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
行
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
災
害
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
町
内
会
・
自
治
会
は
43

％
。
そ
の
う
ち
、
具
体
的
に
行
っ
て
い

る
内
容
は
、「
防
災
訓
練
」
が
25
％
、「
日

常
的
な
見
守
り
」
が
13
％
、「
近
隣
支

援
者
へ
の
依
頼
」
が
12
％
で
し
た
。
一

方
で
、
取
り
組
み
を
し
て
い
な
い
町
内

会
・
自
治
会
は
39
％
。
そ
の
理
由
と
し

て
、「
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
」
が
23
％
、

「
協
力
者
が
い
な
い
」
が
19
％
、「
守
秘

義
務
等
手
続
き
が
煩
雑
で
難
し
い
」
が

19
％
と
、
地
域
の
実
情
が
良
く
分
か
る

結
果
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、「
要
援
護
者
の
情
報
収

集
の
仕
方
」
や
「
要
支
援
者
を
支
援
す

る
人
は
ど
の
よ
う
な
人
か
」、「
災
害
に

備
え
て
の
行
動
で
大
切
な
こ
と
」
や
、「
具

体
的
に
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
内
容
」

な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
を
協
働
で
実
施
し
た
こ
と

で
、
各
団
体
と
実
情
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
ま
す
ま
す
協
働
で
の
取

り
組
み
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
団
体
と
の
「
協
働
」
を
推
進

　

浦
賀
第
一
地
区
民
児
協
は
、
２
年
間

の
指
定
民
児
協
を
受
け
、
定
例
会
の
充

実
、
委
員
の
活
動
状
況
や
ニ
ー
ズ
把
握

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
た
研
修
等
を
通
じ
て
、

委
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
た
ほ
か
、

広
報
紙
の
発
行
や
、
ビ
ブ
ス
を
製
作
し

て
着
用
す
る
な
ど
、
委
員
活
動
を
住
民

に
周
知
す
る
た
め
の
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
特
徴
的
な
点
は
、
町
内
会
・
自

治
会
や
浦
賀
地
区
社
協
、
浦
賀
第
二
地

区
民
児
協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
地
域
の
各
団
体
と
、
協
働
の
取

り
組
み
を
推
進
し
た
こ
と
で
す
。

「
支
え
合
い
活
動
」
の
取
り
組
み
と
広
が
り

　

浦
賀
第
一
地
区
民
児
協
は
、
各
団
体

と
協
働
で
町
内
会
・
自
治
会
に
そ
れ
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
等
の

日
常
生
活
支
援
状
況
に
関
し
て
ア
ン
ケ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

広
報
委
員
に
な
っ
て
最
初
の
取

材
先
は
、
地
元
厚
木
市
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
後
に
「
子
育
て

サ
ロ
ン
で
の
災
害
を
ど
う
防
ぐ

か
！
」
と
い
う
想
い
で
、
地
震
発

生
時
の
対
応
を
定
期
的
に
避
難
訓

練
し
て
い
る
サ
ロ
ン
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
で
支
え
る
子
育

て
サ
ロ
ン
や
、
民
児
協
で
の
子
育

て
支
援
な
ど
、
数
々
の
取
り
組
み

を
取
材
し
て
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
Ｏ
Ｂ
の
方

も
い
ら
し
て
、支
援
の
底
力
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　

11
月
に
引
退
さ
れ
る
委
員
の
み

な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
応

援
団
と
し
て
活
躍
し
て
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
　
大
沢
　
み
き
）

編集
雑感

指
定
民
児
協
の
報
告

「
横
須
賀
市
浦
賀
第
一
地
区
民
児
協
」

平
成
29
・
30
年
度
指
定
民
児
協
の
報
告

平
成
30
年
度
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
推
進
事
業
報
告

各種調査をしたことで実態を確認でき、
活動が広がりました。
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相
談
支
援
充
実
の
た
め
の
書
類
整
理

　

湯
河
原
町
民
児
協
で
は
、
研
究
推
進

委
員
会
を
組
織
し
、
民
児
協
全
体
と
し

て
相
談
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
基

盤
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
委
員
活
動
に
必
要
な
書
類
を

整
理
す
る
こ
と
が
、
迅
速
な
委
員
活
動

に
つ
な
が
る
と
の
考
え
か
ら
、
必
要
書

類
の
選
別
を
行
い
、
全
委
員
統
一
の
フ

ァ
イ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

必
要
書
類
は
、
各
家
庭
で
保
管
を
し

て
い
ま
す
が
、
管
理
方
法
を
統
一
し
た

こ
と
で
、
必
要
な
時
に
す
ぐ
に
持
ち
出

す
こ
と
が
で
き
、
紛
失
の
予
防
に
も
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
委
員
の
引
き
継

ぎ
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

区
域
外
の
住
民
に
も
知
っ
て
も
ら
お
う

　

活
動
す
る
中
で
、担
当
区
域
の
住
民
と

は
顔
見
知
り
に
な
れ
ま
す
が
、担
当
区
域

を
越
え
る
と
、
委
員
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
等
、

民
児
協
全
体
と
し
て
活
動
す
る
際
に
も
、

委
員
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
姿
を
住
民
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　
　   

委
員
の
た
め
の
情
報
集

　

委
員
と
し
て
、
活
動
を
円
滑
に
遂
行

す
る
た
め
に
、
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
や
資
源

の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

鎌
倉
市
第
十
地
区
民
児
協
で
は
、

「
地
域
共
生
社
会
」
を
意
識
し
、
委
員

の
み
な
ら
ず
、
行
政
や
地
域
の
団
体
等

と
情
報
共
有
を
し
、
よ
り
連
携
を
深
め

る
こ
と
を
目
標
に
、『
民
生
委
員
・
児

童
委
員
基
本
活
動
情
報
集
み
ち
し
る

べ
』
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

使
い
や
す
さ
の
追
求
と

　
　
　
　
　
「
使
え
る
情
報
」
の
収
集

　

既
存
の『
み
ち
し
る
べ
』
か
ら
情
報
を

刷
新
し
、
表
現
方
法
一
つ
一
つ
を
検
討
し

た
り
、
索
引
を
付
け
る
な
ど
、
使
い
や
す

さ
を
徹
底
し
た
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、い
か
に
「
使
え
る

情
報
」
を
掲
載
す
る
か
を
意
識
し
ま
し
た
。

情
報
は
あ
っ
て
も
、
活
用
で
き
な
け
れ
ば

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
近
隣
で
あ
れ
ば
直

接
取
材
し
、最
新
の
情
報
収
集
に
努
め
ま

し
た
。一
方
で
、
福
祉
施
設
な
ど
は
市
域

を
対
象
と
し
た
た
め
、タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
収
集
が
難
し
く
、
定
期
的
な
ア
ッ
プ
デ

委
員
活
動
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
ベ
ス
ト
や
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を

用
い
て
、
活
動
の
中
で
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ

と
を
意
識
的
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

「
身
元
身
分
の
証
明
」
で
安
心
感
の

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
訪
問
活
動
を

　

初
め
て
お
宅
訪
問
す
る
際
、
訪
問
さ

れ
る
側
の
人
は
、
警
戒
心
を
持
つ
方
も

い
る
中
で
、
委
員
の
名
前
入
り
の
連
絡

カ
ー
ド
の
作
成
も
行
い
ま
し
た
。
「
湯

河
原
町
民
児
協
」
と
明
記
さ
れ
た
連
絡

カ
ー
ド
は
、
「
委
員
で
あ
る
と
い
う
身

元
身
分
の
証
明
」
と
し
て
役
立
っ
て
お

り
、
訪
問
さ
れ
る
側
の
み
な
ら
ず
、
訪

問
す
る
委
員

側
の
安
心
に

も
つ
な
が
り
、

よ
り
質
の
高

い
相
談
活
動

の
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ー
ト
の
必
要
性
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

市
町
村
域
で
の
情
報
収
集
と

　
　
　
　
　
　
地
域
密
着
の
情
報
収
集

　

委
員
と
し
て
必
要
な
情
報
は
、
地
区

内
の
情
報
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

地
区
内
の
住
民
が
地
区
外
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
知

っ
て
お
く
べ
き
情
報
の
範
囲
の
限
定
は

困
難
で
す
が
、
市
町
村
域
で
の
情
報
共

有
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
方
で
、
地
区
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場

所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

の
顔
写
真
の
紹
介
は
、
地
区
担
当
の
委

員
だ
か
ら
こ
そ
掲
載
で
き
た
情
報
で
す
。

　

今
回
の
成
果
と
課
題
か
ら
、
地
域
密

着
の
情
報
と
市
町
村
域
で
の
情
報
を
、

両
輪
で
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
、
委
員

活
動
を
よ
り
円
滑
に
進
め
る
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

爽やかな水色ベストの背中には
民児協名が入っています。

指
定
民
児
協
の
報
告

　
　
　「
湯
河
原
町
民
児
協
」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
推
進
事
業
報
告

　「
鎌
倉
市
第
十
地
区
民
児
協
」
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、主
任
児
童
委
員
が
若
い
お
母
様
方

の
孤
立
を
避
け
よ
う
と
、各
地
区
で
子
育
て
サ
ロ
ン
と
し

て
始
め
た
事
業
を
、民
生
委
員・児
童
委
員
が
協
力
し
て
支

援
の
輪
を
広
げ「
な
か
よ
し
フ
ェ
ス
タ
」と
し
て
開
催
し
て

お
り
、毎
年
８
０
０
名
前
後
の
参
加
者
で
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
」
。催
し
物

は
、缶
ポ
ッ
ク
リ
作
り
、ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、シ
ャ
ボ
ン
玉
、段

ボ
ー
ル
迷
路
、お
は
な
し
会
と
、盛
り
だ
く
さ
ん
。私
達

は
、ぬ
り
絵
担
当
。く
ま
の
プ
ー
さ
ん
、ア
ン
パ
ン
マ
ン
や
ア

ナ
と
雪
の
女
王
と
い
っ
た
有
名
ど
こ
ろ
は
良
い
の
で
す
が
、

困
っ
た
の
は
知
ら
な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
配
色
を
聞
か
れ
、

ス
マ
ホ
片
手
に
四
苦
八
苦（
笑
）。

　

パ
パ
マ
マ
が
一
緒
の
幼
児
は
笑
顔
で
ク
レ
ヨ
ン
を
握
り
、

無
心
に
描
く
様
子
を
パ
パ
は

カ
メ
ラ
で
ズ
ー
ム
イ
ン
。体

育
館
の
片
隅
で
疲
れ
た
パ
パ

は
壁
に
も
た
れ
て
コ
ッ
ク
リ

と
。微
笑
ま
し
い
ワ
ン
シ
ー
ン

で
す
。

　

愛
情
い
っ
ぱ
い
に
育
ま
れ
、

甘
え
て
話
す
姿
か
ら
家
路
の
団
ら
ん
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。多
く
の
子
ど
も
達
の
成
長
を
願
い
な
が
ら
、フ
ェ
ス
タ

が
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

ち
な
み
に
委
員
は
、６
月
の
蒸
し
暑
い
１
日
を
、お
に
ぎ

り
２
個
と
お
茶
、ベ
テ
ラ
ン
民
生
委
員
の
手
作
り
し
た
漬

物
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！　

赤
い
エ
プ
ロ
ン
を
引
き
締
め
て
大

活
躍
で
し
た
。

　

温
暖
で
風
光
明
媚
と
い
う
枕
詞
が
よ
く
冠
せ
ら
れ

る
大
磯
町
は
、
北
は
な
だ
ら
か
な
大
磯
丘
陵
、
南
は

お
だ
や
か
な
相
模
灘
に
抱
か
れ
て
…
と
は
言
う
も
の

の
、
や
は
り
夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
！

　

さ
て
、
人
口
三
万
一
千
人
、
高
齢
化
率
33
％
、
未

就
学
児
童
率
４
％
の
こ
の

町
に
は
52
名
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
２
名
の

主
任
児
童
委
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
年
１
回
発
行

す
る
『
お
お
い
そ
民
生
委

員
・
児
童
委
員
た
よ
り
』

か
ら
特
色
あ
る
取
組
み
を

し
て
い
る
地
区
を
ご
紹
介

致
し
ま
す
。

　

日
本
海
に
は
断
崖
絶
壁

の
親
不
知
・
子
不
知
が
あ
り
、
太
平
洋
に
は
こ
ゆ
る

ぎ
の
浜
の
大
磯
・
小
磯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
西
小
磯

地
区
の
一
画
に
は
野
菜
畑
が
広
が
り
、
生
産
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
が
協
力
し
て
運
営
す
る
サ

ロ
ン
を
兼
ね
た
「
野
菜
の
直
売
所
」
が
あ
り
ま
す
。

建
屋
に
は
10
数
人
が
座
れ
る
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
が
設

置
さ
れ
、
週
５
日
収
穫
し
た
て
の
野
菜
が
出
揃
う
迄

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
情
報
交
換
や
安
否
確
認
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
直
売
所
へ
足
を
運
ぶ
事
で
引
き
こ

も
り
や
運
動
不
足
の
予
防
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
野
菜
と
明
る
い
笑
顔
が
地
域
の
人
々
を
繋
い

で
い
ま
す
。

　

箱
根
町
民
児
協
の
な
か
の
５
地
区
の
う
ち
、温
泉
地

区
の
大
平
台
地
域
で
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

「
大
平
台
あ
じ
さ
い
の
会
」と
い
う
、民
生
委
員
・
自
治

会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、地
域
で
日
常
生
活
に
支
援
を
必

要
と
す
る
人
や
、地
域
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
応
援
団
の
お
話
で
す
。

　

ど
う
し
よ
う
！
困
っ
た
！「
今
日
は
ゴ
ミ
出
し
な
の
に

調
子
が
悪
く
て
起
き
れ
な
い
。」「
台
所
の
電
気
が
切
れ

て
し
ま
っ
た
。天
井
が
高
く
て
取
り
替
え
ら
れ
な
い
。」

「
庭
の
草
む
し
り
、腰
が
痛
く
て
で
き
な
い
。」
あ
あ
、

困
っ
た
、ど
う
し
よ
う
…

　

私
達
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、些
細
な
事
で
も
高
齢

者
の
方
や
体
が
不
調
な
時
は
、支
援
が
必
要
と
な
る
事

が
多
く
あ
り
ま
す
。

  

「
大
平
台
あ
じ
さ
い
の
会
」の
主
な
支
援
の
内
容
は
、

　

①
日
常
支
援
活
動（
１
時
間
１
人
400
円
）

電
球
の
交
換
、家
具
の
移
動
、買
い
物
、衣
類
の
ボ

タ
ン
付
け
等
の
簡
単
な
裁
縫
、洗
濯
、日
常
的
な
清

掃
、整
理
整
頓
の
手
伝
い
、ス
ト
ー
ブ
の
給
油
、片
付

け
、草
む
し
り
、簡
単
な
庭
木
の
伐
採
、犬
の
散
歩

　

②
訪
問
活
動（
１
時
間
１
人
400
円
）

　
　

話
し
相
手
、見
守
り
、外
出
の
付
き
添
い
、留
守
番

　

③
ゴ
ミ
出
し（
１
回
100
円
）

　

ち
ょっ
と
し
た
困
り

ご
と
を
気
軽
に
相
談

し
て
、地
域
の
皆
様
と

支
え
あ
っ
て
生
き
る
。

と
て
も
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
ね
。

通 信 員 だ よ り

手
作
り
で
愛
情
い
っ
ぱ
い

「
な
か
よ
し
フ
ェ
ス
タ
」

「
新
鮮
な
野
菜
が
つ
な
ぐ

地
域
の
笑
顔
」

地
域
で
助
け
合
お
う
！！

通
信
員　

髙
木
　
早
苗

通
信
員　

佐
藤
　
茂
樹

通
信
員　

芝
　
京
子

南足柄市

大磯町

箱根町
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「プーさんは黄色だよね」と
会話も弾みます

ゴミ捨ても助け合いで


